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自治体の方へ

災害対応を、「人依存」から
情報管理による“仕組み化”へ。
限られた人員でも、
確実に命を守るための新しい運用モデル。

災害時、
自治体職員は限界を超える状況に直面します。

大規模災害時、
自治体職員には膨大な業務が集中します。

しかし、
被災地の自治体職員自身も、
同じ「被災者」です。

自らも不安や混乱の中にありながら、
住民対応・避難所運営・情報収集・支援調整など、
災害対応を続けなければなりません。

災害時に自治体職員が直面する課題

業務量は平常時の10倍以上
通常業務に加え、
災害対応業務が一気に集中。

職員の多くが避難所対応へ
現場対応に追われ、



情報整理や分析に十分な時間が取れない。

情報収集・共有に時間がかかる
電話・紙・個別対応による、
情報の分散と混乱。

情報管理が困難
支援が必要な人の状況を、
リアルタイムで把握しづらい。

必要な支援判断が遅れる
情報不足により、
支援の優先順位判断が難しくなる。

問題の本質は、「情報」の一元化と共有です。
必要な情報を、
必要な人へ、
必要なタイミングで届ける。

そのためには、
情報を平時から整理し、
有事に迅速に活用できる仕組みが必要です。

mite（ミテ）システムとは

命を守る情報を、
一元化・共有する仕組みです。

mite（ミテ）システムは、
“命を守る情報”である



「命のカルテ」
を活用し、
支援が必要な方一人ひとりの情報を一元化します。

既往歴・服薬情報・アレルギー・支援内容など、
個別避難計画と同等レベルの情報を、
平時から整理・管理。

必要な支援内容ごとに、
対象者リストを抽出することも可能です。

平時から、
有事に必要な情報を管理

命のカルテの情報は、
平時から随時更新・管理が可能です。

災害時にも、
最新情報をもとに、
迅速な支援や対応につなげることができます。

避難所に来ない人の情報も把握
在宅避難・車中泊・テント避難など、
指定避難所以外で避難している方の
位置情報も登録可能。

避難所外避難者の状況把握を支援し、
必要な支援や情報を、
必要な場所へ迅速につなげます。



mite × 内閣府クラウド型被災者支援システム

対口支援との連携をスムーズに
内閣府クラウド型被災者支援システムと連携することで、

全国の自治体・関係機関との
迅速な情報共有を実現。

災害時の対口支援（広域支援）のDX化を支援します。

自治体にとっての導入メリット

業務負担の大幅軽減
情報整理・共有業務を効率化し、
職員負担を軽減。

情報収集の効率化
必要な情報を、
迅速かつ一元的に把握可能。

地域ニーズに応じた防災備蓄
必要な支援内容を把握することで、
地域特性に合った備蓄計画へ。

効率的な支援体制の実現
必要な支援を、
必要な人へ、
迅速につなげる仕組みづくり。



自治体職員を守ることが、地域を守ることにつながる。
災害対応を、
属人的な運用から、
情報管理による“仕組み化”へ。

mite（ミテ）システムは、
自治体・地域・支援機関をつなぎ、
災害関連死ゼロを目指します。

まずはお気軽にご相談ください。

資料のダウンロード
自治体さま向けに、資料を作成しております。
ダウンロードしてご利用ください。
ご不明点などや相談などありましたらお問い合わせからご連絡下さい。
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